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平成 28年度つくば実習(大学院体青学専攻開設科自

「体育授業観察分析演醤J) における剣道援業の提案について

古内孝明 1)，今野 岳 1)，村淳綾子 2)，三木ひろみ 3)，長谷川悦示 3)

1 はじめに

筑波大学体育科教育学研究室では.平成 27

年度より筑波大学を会場に「つくば実習(大学

院体育学専攻開設科目 体育授業観察分析演

習)Jを開催している。例年，同研究室に在籍

している学生を中心に授業や教材を提案し模

擬授業を 21311:1]に渡って実施して.学内外の参

加者に公開している。

本年度は，平成 28ij三5月7日(土) ~ 5月

8 1:1 (日)にかけて，関東i習を 1=1:1心に北は岩手

県からWjは愛媛県まで 23大学の大学教員や大

学生.大学院生，小中高の現職教員等合わせて

216 名が参加し 21ヨ 1M] に渡って 1~111m された口

実施された種目は.剣道，アルティメット.ハ

ンドボールであり，各班にそれぞれ分かれ，模

擬授業を行った。

本稿では，剣道班で提案し実施した授業や

教材について報告する。

2. 模擬授業案の作成

模保授業で実施された指導笑については，大

学i淀2i!::~1ミが平成 27 ijミ12月から，担当教員と

打ち合わせを重ねて，作成した。そして，平成

28 i!三4月からは，教師役になる大学院 1年生

と大学 3年生も))[1わか模擬授業の練習や打ち

合わせをしながら，作成した指導案について適

J自修正を加え.指導案を完成させた。最終指

導案については，巻末の資料 1に示した。

3m:のうち教締役を行う班，l_-j、外の残りの 2班

は.生徒役になる斑と授業のJJjJIH1記録等を行う

鋭察役の班に別れることで¥ほとんどの参加者

がし Eずれかの役割で模擬授業に参加できるよう

になっている。

教師役は，剣道斑に所属している大学院 1年

生と大学 3年生 6名であった。

111寺院の授業を「導入.展開，応用Jの 3つ

のパートに区切り，各パートで学生 1名(111寺

11¥}の授業で，教師役 3名必要)が教締役となり，

模擬授業を実施した。なお. 1 1:1 I~I と 2 EI日の

教師役の学生は，異なるように設定した。

3. 模擬授業の実施

1 E11~1 に模擬授業を実施した。その後，参加

者から，実施された模擬授業についてのリフレ

クションを受け，それらの点を踏まえて指導案

や教材の改善を行った。

そして， 2 El日にその改善した点について，

全体に説明を行い，模擬授業を再び実施した。

その後， 1日目と同様に，実施した模擬授業に

ついて参加者と意見交換し模擬授業に対する
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4. 剣道授業の提案

岡本ら (2010，p. 169) は. 1剣道では相手と

対111寺しながら常に攻防を繰り返しており，その

攻防の中に「打突の機会(殿)Jが生じてくる。

その一瞬の「打突の機会Jをめぐる攻防が剣道

の大きな魅力であるJと述べており，剣道は.

相手との攻防に面白さがあると言える。

しかし菊池ら (2010) は，十}与さ機会の保証

がうまくできない理由に用具が考えられるこ

と， また. I時本ら (2010) は，試合中の瞬時の

状況判i新が難しいといった 1'1引退を指J高してい

る。

これらの問題を踏まえ. 1~1~1学校第 1 学年を対

象にした剣道授業で以下の提案を行った。

①積極的な打突機会の保証

用具の改善

-中学生m竹刀の物打ち部分にスポンジ素材の

ものをI良り付ける

. )J向や面の打突部分にテープで大きく目印をつ

ける

. JlI可や面はすぐにつけられる状態にセットして

おく(マネジメント削減)

②打突の機会(状況判断)が難しい

岩田ら (2009) を参考にルールを改善した

約束練習ゲームの実施

③剣道の技術について理解する場の設定

3人組のグループ学習

5. 特徴となる教材

岩田ら (2009) は， II~HのありかJ を理解さ

せ.かっその打突機会を意図的・戦略的に創り

出し有効打突を奪えるようになるための教材

づくりにあたり. tj、-fの2点をテーマに約束練

習のゲームを開発し授業実践を行った。

・一太刀で攻め，相手の変化を予測し判断し

て二太万を打つことができる

・一太刀，二太刀についてチームで考え，工夫

しその技を試合で生かすことができる

以下が約束練習ゲームの内容である。

く約束課題>

A:打ち役 B:打たせ役 C:審判

.一定一万の間合いからスタート

.c の 11 本 I~I J 12本lヨjという掛け声によっ

て.Aが攻め込む

.Bはそれに対し崩れる(守りの姿勢をとる)

① Bが面を避けるように崩れる

→AはJJI可を打つ

② Bが竹刀を抱え込むように崩れる

→Aは小手を打つ

① Bが後方に退く

→Aは追い込んで屈を打つ

この実践の問題として，相手に動きの変化が

ないIl寺に，いつ仕掛けてよいかわからないた

め，相手に隙ができるのを待ってしまう状況に

なることが挙げられる。

そこで，今回のつくば実習では，②の Bが

竹刀を抱え込むように崩れる→Aは小手を打

つという課題を Bが動かない→ Aは払って部

または，状況に応じて払い面胴という諜題に変

更し相手が崩れないj揚合の「隙jについても

作れるようにルールを変更した。加えて，今回

の対象学年である中学校第 1学年で、小手を扱わ

ないことも理由のーっとしている。

6. 実習 1日目に挙げられた主な問題点

1 El日に指摘された主な問題点は，以下の通

りであった。

• ITIiをつけている時間が長い

-函をつけたままの指示は間こえない

.審判の視~IJ'が狭く判断しづらい

-運動学習時間が少ない

7. 2呂田の指導案の主な改善点

{導入1
・号令すり足 20秒→ 15秒

・一歩前進・後退 面 10本→ 5本

・一歩前進 JJ同 日本→ 5本

また，前回の復習の内容を以下のように変更

した。
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. 1歩攻めてその場で面打ち

3本交代 x1セット→ 1分 30秒

. 1歩攻めてその場で腕打ち

3本交代 x1セット→ 1分 30秒

さらに，掲示物が見にくいという指摘を受け.

竹刀をその場におかせた後により近くに集合さ

せた。

{展開}

本11寺の学習内容である「しかけ技(払い面・

而JJ同)を覚えよう Jを「しかけ技(払い出・面Jl同)

の動きを覚えよう Jに修正した。また. 3人 1

組の練習を 2人 1組にし面をつけないで練習

をさせた。その内容を以下のように変更した0

.払い面 1人 2本→ 1人 2本交代

-市JJI司1人2本 x21ITl→ 1人2本交代

{応用}

i坊具をつけて 3人で払い面と面腕の練習を行

う内容を展開から応用に移した。また，審判の

配置を通/~t;~ と向じ配置にし状況判断の得点を

3点から J点に変更した。

8. 形成的授業評価の結果

授業終了後に，長谷川ら (1995)が考案した

形成的授業評価を実施した(図 1)。両日ともに，

全項目において5段階許制で.4を下回らなかっ

た。このことから，模擬授業で提案した内容が，

生徒役に，好意的に受けとめられていたことが

示唆できる。

評 3
鏑

1~11 11~成的授業評価の比較

9.総括

本実習では，先行研究で報告されている問題

点を解決するために.新たな教材を提案し実

際に模擬授業を行った。その結果，形成的授業

評価からも読み取れるように.両 E!とも生徒役

からは高い評1111iを得ることができた。

剣道は，ほとんととの生徒が中学生になって初

めて行う種目である。加えて.生徒は.剣道に

対して. i痛いjや iF!二臭いJなどの否定iねな

イメージを持っていることも多し ¥0 加えて.用

具不足などの環境的要因によか 授業が学校で

行われないこともあり. E!本の伝統文化である

剣道に触れる機会が減少している。

今回提案した教材がそれらの問題を解決する

-DJJとして，実際の教育現場に還元されること

をJm待したい。

最後に，今回のつくば実習にご尽力しミただい

た関係各位に御礼を l~j し上げ，報告とさせてい

ただく。
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学習活動

資料 1 剣道授業の指導案

指導上の留意点 (0) 評価規準(※)段IH~f 

[1皆 間

導I0 I l. 
入 (2)

正j主・JJ:K礼

B三百五

リJ{- 久 f

0
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0
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0
0
0
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0
0
 

0
0
0
0
0
0
 A B C A B C 

2 
(2) I 2 準備運動

屈伸、伸JJ却、前後屈、

手首足首、アキレスJl珪

*各自でアレンジ

* 準備運動の際、竹刀は自分

の前に置く。

4 13. 3分間の連続運動
(3) ， (ドリノレ)

正しい足の位置と着き方、

持ち方、構えを確認する。

OJl問・垂れは、授業開始前に付けさせておく。

06 ylJ横隊、横 6ylJ縦 6ylJで整列させる。右

3ダIlを女子、左 3ダIJを男子とする。

。掲示物で集合隊形とチームと場所を確認。

O出欠確認、健康観察をする。また、けがを

している者がし 1るか聞く c 安全のため、ア

クセサリー煩をつけている生徒は外して

おくよう声かけをする。

0姿勢を正し、座ネしをして、授業を始める。

O見学者には、学留カードに気付いたことを

書くよう、見る観点を指示する。

※伝統的な行動の仕方、考え方を大切にしよ

うとすることができる。(関心・意欲・態度)

OJJ問をつけさせる。紐がゆるんでしまった

り、途i宇でほどけ4 ないよう前後でお互いに

確認し合っておくように声掛けをしてお

く。面は端においておく。

0竹刀を持って素早く準備運動の隊形にす

る。

O使う部{立を教師が声掛けなどで意識させ

ながら準備運動を行わせる。

※健康・安全に留意して準備運動を行うこと

ができる。(関心・意欲・態度)

特に、足首・つま先・アキレス胞をしっかり

伸ばす。

0準備運動後、竹刀を持たせる。

。全員が竹刀を持ったことを確認したら、

その場で前後左右の間隔を取らせる。

(安全確認)

O礼法を行わせてから、竹刀を構えさせる。

Oその際以下の点について芦かけし、支援及

び修正をす

足の確認

・右足が青旬、左足が後ろ

・左右の足i揺はこぶし一つ分

竹刀の持ち方

・構えた時はiJ玄が上になるように

持つ

-右手が前、左手が後ろ

・左手の小指・薬指に力を入れる

・左手はへその高さ、こぶし一つ
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(1)号令すり足 15秒

{:[左足のかかとが下がってく

る生徒が出てくることが考

えられる。適宜声掛けーを

する 0

{:[貧IJ先はのどの位置になるよ

う声かけをする。

大用具、特に竹刀の扱いに留

意する。竹刀をわざと落と

してたり、杖のような扱し¥

をしている生徒には声掛

け、注意をするの

合右斜め前の足運びを{i在認

(2)一歩前進 面 5本

(3)一歩前進 月間 5本

女振りかぶりの時のフォーム

確認※図を参照

{:[Jl同を打つ時に右手が上がり

すぎないように

→打突部位の範1mに打てな

くなりやすい

ム1
4 前回の復習

. 1歩攻めてその場で面打ち

1分 30秒

・1歩攻めてその場でJli耳打ち

1 分 30手少

合移動は早くおこなわせる。

古見本を示すとき 11面白は、

ゆっくりひとつひとつ説

明。 2回目は通しの動作を

見せると分かりやすい。

12 15. 本時の学習内容
(3) I i一一一一…一一一一一一一一…「

1: .しかけ技(払い面・面
i ii司)の動きを覚えよう j 
i -相手の崩れに志じて技を ; 

i 選んで打てるようになろう i

-払い高の打ち方、受け方を

理解する。

-面月間の打ち方、受け方を理

解する。

分前に出す

・実IJ先は相手ののど

(1) 

0教師の指示された方向に従ってすり足を

させる。号令のテンポを変えて動きに緩急

をつけさせて工夫する。

。教i郊の号令についで発声しながらすり足

を行わせる。

例:教師 l-aIjJ 生徒「前J

0さまざまな方向にすり足をさせる。前回の

授業で網打ちを行っているので「右斜前j

のすり足は入れるようにする。

(2)~(3) 

O必要に応じて声かけをする。

。打った後残心(最初の構えに戻ること)を

徹底させる。

0(1)と向様、教師の後に発声させる。

0(3)の時、一度左右の間隔を確認する。

教師と生徒は打ち込む方向を統一する。

※ l~. リノレに積極的に取り組むことができる。

(関心・意欲・態度)

※周囲の安全に留意して活動に取り組むこ

とができる。(関心・意欲態度)

。後ろの人もf現れるように前を座らせる。

OJl同の抜け方の確認

。速やかに移動させる。

02人 l組を組んで広がるよう、指示する。

O発声や残心などの礼法を意識させるの

0円の体形になり、説明をする。

本日寺の学習内容を確認する。

0剣道は一本で技が決まることが少ないた

め、技をつないでいくこと等をして打突の

機会を作っていくことが大切で、あると説明

する。前回の試しの試合を踏まえて話すよ

うにする。

0しかけ技の仕組みについて説明をする0

・払い面、面JlrnJの打ち方と受け方の説明を

する。
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展

開

15 16. 2人 1組で練習

(7) 10払い面:1人 2本交代

① 掛かり手が一歩攻め入

る

② 受け手はあえて動かず

にt存える

③ 掛かり手が受け手の竹

刀を払い、函を打つ

0前月間:1人 2本交代

① 掛かり手が一歩攻め入

る

② 掛かり手が面を打ち、受

け手が防ぐ

③ 受け手のJl向が空いたと

ころを掛かり手が胴を

打つ

※ローテーションの時間は教師の裁量で決

める。

※1、2、面と声を出しながら練習を行わせて

打ち、要領を理解させる。

0お互いに干しをさせる。

。一人は観察役となり、安全確認及び{中間に

気付いた点等アド、バイスをするよう声か

けをす一る。

。巡屈をして必要に応じて助言など支援を

する。

※自己の役割を果たそうとしている。

(関心・意欲・態度)

※健康・安全を確保して、学習に自主的に取

り組もうとしている。(関心・意欲・態度)

0集合させる。

22 17. 前時の審判法の確認・ i女移動をはやくさせる。

(1) I 練習 |合竹刀の物打ら、打突部位(赤い部分)に
r-----向田問自由也--------・・--ーー自由『回目ーーー1

1 有効打突(教具についての資
j料を参照)

i竹刀の物YJちの範囲で面と胴:

!の打突部を捉えている

J，t-;I 23 18. 指切りげんまん!約束

用I(5) I ゲーム! ! ! (説明)

くねらい>相手の崩れに応じ

た技の選択

・自らの打突に対して相手が

崩れ、その際に生まれた瞭

に応じて打つ。また、自分

で'fl~手の隙を作って打つの
[ノレーノレ}

.3人 1組の団体戦とする0

. 1試合 30秒 1人 2回行う 0

.約束課題について取組み、

取得本数を競う。

-攻め{Qljは一度攻めたら下が

らない0

・受け側はJl同を防いではいけ

ない。

-場外はマイナス 5点とする

時計を止めて中央からリス

タートする。

-審判について

(審判jの役割・配置)

1 状況判断の判定 (1点)

. 1名

2 有効打突の半IJ定

(1人につき 1点)・ .2名の

ついてもふれる。

O後半のしかけ技についての約束練習ゲー

ムに向けて、前回の審判法を振り返らせ

る。

※有効打突の基準に基づく。

。集合させ、ゲームの説明をする。

0得点表を配布する o (代表者に渡す)

会審判jの取組が良い生徒についてもほめる

と良い。

合もちろん動きが良い生徒もほめる。

古審判の判定の良い所についても声掛けす

る。
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計 3名を配置する。試合者

以外でお互いのチームから

出す。

. 1名:土、記録係&タイムキ

一ノミーを行う。

*判定にあたっての得点は、

ありかなしとする。

伊j)状況判断

状況判断が出来ている→1点

できていない→O点

<約束課題>

A 打ち役 B 打たせ役

C 審判

-一足一刀の間合し¥からスタ

.cの九本目!J f2本自!J 

という掛け声によって、 A

が攻め込む。

.Bはそれに対し、崩れる。

(守りの姿勢をとる)

く選択① 避ける>

Bがiiiをi坊ぐ

→AはfI向を打つ

く選択② 動かなしり

Bが動かない

→Aは払って面または、状況

lこ応じて払いi部j肉

く選択③ Bに隙がある>

Bがわざとf存えたまま

(1療がある構え)

→Aは踏み込んで面

28 
9. 防具をつける

(5) 。面をつけさせ、チームが揃い次第練習場所

に速やかに移動させる。
33 

10. 3人で払い函と面腕の(3) 
練習 (2本交代)

。教師の半IJ出Iyで試合に移行させる。
36 
(8) 11. 指切りけやんまん!

約束ゲーム f f fを行う
0ゲームを行う。

-最初]は教師の指示で一斉にスタートさせ

る。

[Aの狙っている所}

。相手を攻めて生じる隙についてふれる。

-面をねらって打ち、引き付けてm司をあけさ

せる。(隙をつくる)①
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-相手が下がって反応する FJlIに打ちに行く。

② 

.Bが反応しない場合、打突部位を自らあけ

させ打ちにし¥く。③

OBには (Aに 1歩攻められた11寺に)、①②

のような崩れ方または、③のような対応を

取らせる。

OBはAの攻めに対して素早く防御等の体勢

になれるようにし、 A は隙の半IJI却?を早めて

技を出せるようにする。

01習合いを意識するように声をかける。

。巡回し支援する。

0審判は公正な判定をすることと、毅然とし

た態度で堂々と判定するように指示する。

※仲間と協力して活動ができる。

(関心-意欲・態度)

※攻めに対するタイミングを工夫してゲー

ムができる。(思考・判断)

※棺手の動きに反応をしたり、白分から攻め

て打ーちに行二くことができる。

※正しく礼法ができる。(関心、意欲・態度)

44 12. 1坊具を外す
(1) 会l坊具は座って外させる。

45 13‘ 学習のまとめ
(4) -今日の学習内容の振り返り

。しかけ技は、相手の隙を見つけることがで

を行う。
き打つ機会を作っていくための技で、ある

ことを理解させる。

-学習カードの記入をする。 0学習カードを配布する。

0実際にJ支を打ってみてどうだったか攻撃

側、防衛}側で工夫したことなどを振り返ら

uぜる。

※今日の学習で学んだことを振り返りとし

て喜き出したりしている。し思考・ ~1:1j!新)

49 14. 正座・黙想、・ j主礼 。干し法を確実に行わせる。
(1) 

※干し法をしっかり行おうとしている。

。ネしの後に得点表及び学習カードを回収

する。(関心・意欲・態度)
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